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V322a NinjaSat に搭載する観測機器のコンポーネント環境試験
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超小型Ｘ線衛星 NinjaSat は 2022 年度の打ち上げを目指す 6U サイズのキューブサットである。2–50 keV に
感度を持つガス検出器と放射線帯モニターを搭載し、運用の柔軟性を軸に長期・連携観測から様々な科学成果を
狙う。現在、搭載機器のエンジニアリングモデル (EM) 開発がほぼ完了し、2022 年 1 月から始まる衛星組み上
げに向けてフライトモデル (FM) 製作を進めている。並行して、これら搭載機器のコンポーネント単位での放射
線・熱・振動環境への耐性や特性を把握するため、打ち上げや軌道上を想定した環境試験を計画・実施してきた。
これまで、若狭湾エネルギー研究センターや量子科学技術研究開発機構 HIMAC において、ISS 軌道上での運

用 1 年以上に相当する >5 krad の陽子ビーム (100 MeV, >∼107 proton/s/cm2) の照射試験を計 4 度実施し、
観測機器を構成する電子回路基板のシングルイベント効果など放射線耐性を評価した。名古屋大学において試作
モデルを用いて実施した熱真空試験では、軌道上での想定温度範囲 (−20/+40度) でターンオンや動作に問題が
ないことを確認した。さらに今後、同大学の環境試験機を利用して、熱真空試験と振動試験について、EM 認定
試験 (QT) 及び FM 受入試験 (AT) を実施する。現時点で、EM-QT、FM-AT それぞれを 7 月、10 月までに行
う予定である。本講演では主に環境試験に注目して NinjaSat の開発状況を報告する。搭載機器コンポーネント
に対して上記各所で実施した環境試験の結果を述べ、その環境耐性について議論する。


